
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

愛知県教育委員会家庭教育支援チーム 

 （呼称：家庭教育コーディネーター・ホームフレンド） 

 URL：https://www.pref.aichi.jp/site/kateikyouiku2/ 

 

②活動拠点 愛知県教育委員会及び各教育事務所 

③活動範囲 

愛知県内全域（但し、名古屋市を除く） 

・愛知県教育委員会 

・尾張教育事務所（瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、東郷町、長

久手市、春日井市、小牧市、北名古屋市、清須市、

豊山町、一宮市、稲沢市、犬山市、江南市、岩倉

市、大口町、扶桑町） 

・海部教育事務所（津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江

町、飛島村） 

・知多教育事務所（半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久

比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町） 

・西三河教育事務所（岡崎市、碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知立

市、高浜市、みよし市、幸田町、豊田市） 

・東三河教育事務所（豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市、新城市、設楽

町、東栄町、豊根村） 

④組織体制 
  ４７ 人 

元教員 １７人  大学生 ３０人 

⑤活動開始年度 平成９年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

愛知県教育委員会あいちの学び推進課 家庭教育・地域連携支援グループ 

（TEL）052-954-6780   （E-mail）aichi-manabi@pref.aichi.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

https://www.pref.aichi.jp/site/kateikyouiku2/


②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

１ 家庭教育相談活動の実施 

(1) 家庭教育相談電話活動 

愛知県教育委員会あいちの学び推進課内に配置された家庭教育コ

ーディネーター（教員 OB）１名が、相談専門ダイヤルでいじめや不登校

等に関する相談に応じる。 

(2) 訪問型相談活動 

県下５地区の教育事務所・支所に配置された家庭教育コーディネー

ター（教員 OB）１６名及びホームフレンド（大学生ボランティア）３０名が、

それぞれの地区でいじめや不登校等に悩む保護者や児童生徒からの

相談に応じる。 

・保護者からの要請に応じて、家庭教育コーディネーターが家庭を訪

問し、教育的な観点から保護者の相談に乗ったり、アドバイスしたり

する。また、電話や手紙などでも保護者の相談にあたる。 

・上記に加え、必要に応じて、ホームフレンドが家庭教育コーディネー

ターとともに家庭を訪問し、不登校児童生徒の話し相手・遊び相手

になり、心の安定を図る。 

２ 家庭教育研修会の実施 

保護者に学びの機会を提供するために、市町村、子育てサークル、幼稚

園・こども園・保育所、小中学校等の家庭教育講座や研修会等に子育てネ

ットワーカー（※１）を講師として派遣し、「親の育ち」家庭教育研修会（※２）

を実施する。 

※１：本県で実施している家庭教育支援者を養成する講座の修了者 

※２：本県で作成した乳幼児期から小中学校に通う子供をもつ保護者を対

象とした家庭教育に関する研修会に活用できる「あいちっこ『親の学

び』学習プログラム」を活用した参加・体験型の講座 

３ 企業への家庭教育啓発及び支援の実施 

愛知県教育委員会あいちの学び推進課内に配置された職場内家庭教育

推進員が、企業に対して家庭教育支援の気運の醸成を図る。 

(1) 家庭教育を支援する企業の拡充 

愛知県教育委員会あいちの学び推進課内に配置された職場内家庭

教育推進員１名と各教育事務所・支所に配置されている家庭教育コー

ディネーター１６名が連携し、企業に対して家庭教育を支援する職場づ

くりに賛同する企業等（※３）の拡充を行う。 

※３：趣旨に賛同し、県への登録した企業等を「あいちっこ家庭教育応

援企業」という。 



(2) 企業への家庭教育に関する研修会の開催 

「あいちっこ家庭教育応援企業」のうち、希望する企業等に対して講

師を派遣し、家庭教育に関する研修会を開催する。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・家庭教育相談活動について、家庭教育コーディネーターやホームフレンド

が関わりをもった児童生徒は、登校を再開する、適応指導教室への通学を

開始する、外出や対話が可能となるといった状況の変化が多く見られるな

ど、好転率は高い。 

・「親の育ち」家庭教育研修会について、参加者の感想の中に、子育てにつ

いて、「悩みが解決した」、「新たな発見があった」など、保護者同士で話し

あったり、学びあったりすることによる成果が見られた。 

・「あいちっこ家庭教育応援企業」への登録は、令和５年１２月末現在で

1,729 社となっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業 ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


